
●
本
書
の
内
容

〈
第
一
章
〉

　
合
格
点
が
と
れ
る
「
作
文
・
小
論
文
を
書
く
こ
つ
」
の
第
一
歩
は
、「
正
し
い
文
を
書
く
」
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
章
で
は
、
そ
の
た
め
に
守
る
べ
き
「
九
つ
の
鉄
則
」
を
マ
ス
タ
ー
す
る

た
め
の
特
訓
を
行
い
ま
す
。

〈
第
二
章
〉

　
入
試
に
お
け
る
作
文
・
小
論
文
は
、
原げ
ん

稿こ
う

用
紙
を
使
っ
て
書
き
ま
す
。
そ
の
と
き
、
そ
の
書

き
方
を
ま
ち
が
え
て
し
ま
う
と
、
せ
っ
か
く
の
よ
い
文
章
で
も
減
点
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
正
し
い
原
稿
用
紙
の
使
い
方
を
マ
ス
タ
ー
す
る
た
め
の
特
訓
を
行
い
ま
す
。

〈
第
三
章
〉

　
入
試
に
出
題
さ
れ
る
作
文
・
小
論
文
の
テ
ー
マ
は
色
々
で
す
が
、
そ
の
中
に
は
「
よ
く
出
る
」

も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、日ひ

頃ご
ろ

か
ら
自
分
な
り
に
考
え
を
め
ぐ
ら
し
、

す
ぐ
に
書
け
る
よ
う
に
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
同
様
の
問
題
が
出
題
さ

れ
た
場
合
、
短
時
間
で
合
格
点
が
と
れ
る
文
章
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
よ
く
出
題
さ
れ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
基き

礎そ

知
識
を
学
び
ま
す
。

〈
第
四
章
〉

　
合
格
点
が
と
れ
る
小
論
文
を
短
時
間
で
書
く
ひ
け
つ
は
、「
小
論
文
の
型
」
を
マ
ス
タ
ー
す
る

こ
と
で
す
。
そ
の
型
を
マ
ス
タ
ー
し
て
お
く
と
、
迷
わ
ず
に
説
得
力
あ
る
文
章
を
書
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
小
論
文
を
書
く
う
え
で
、
そ
の
代
表
と
な
る
三
つ
の
型
を
マ
ス
タ
ー
す
る
た
め

の
特
訓
を
行
い
ま
す
。

〈
第
五
章
〉

　
説
得
力
の
あ
る
小
論
文
を
書
く
ポ
イ
ン
ト
は
、「
意
見
」
→
「
理
由
」
→
「
具
体
例
」
の
順
で

文
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
の
書
き
方
を
徹て
っ

底て
い

的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
す
。

〈
第
六
章
〉

　
過
去
に
出
題
さ
れ
た
入
試
問
題
を
分ぶ
ん

析せ
き

す
る
と
、
三
つ
の
出
題
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
タ
ー
ン
の
問
題
に
ふ
れ
、
そ
の
攻こ
う

略
り
ゃ
く

の
仕
方
を
学
び

ま
す
。

〈
第
七
章
〉

　
第
六
章
で
学
ん
だ
書
き
方
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
上
の
レ
ベ
ル
の
マ
ス
タ
ー
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
本
書
の
使
い
方

　
作
文
・
小
論
文
上
達
の
第
一
歩
は
、「
ま
ず
自
分
の
手
で
書
き
、
ま
す
目
を
埋う

め
る
」
こ
と
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
対
し
て
自
分
な
り
の
考
え
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、「
と
も
か

く
ま
す
目
を
埋
め
る
」
こ
と
に
徹て
っ

し
て
下
さ
い
。

　
そ
の
場
合
、
紙
面
の
下
に
あ
る
「
ポ
イ
ン
ト
」
や
「
ヒ
ン
ト
」
を
大
い
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
ら
を
書
き
写
す
だ
け
で
も
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
「
書
く
力
が
つ
い
て
く
る
」
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

最
近
の
高
校
入
試
で
は
、
作
文
・
小
論
文
の
出
題
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
入
試
の
際
や
社
会
に
出
て
か
ら
も
「
書
く
力
」
が

ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
中
に
は
「
文
章
を
書
く
こ
と
は
苦
手
だ
」
と
感
じ
、
作
文
・
小
論
文
に
対
す
る
勉
強
を
避さ

け
て
い

る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
教
材
は
、
そ
の
よ
う
な
人
で
も
「
作
文
・
小
論
文
の
書
き
方
が
わ
か
っ
た
」
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
と
、
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
教
材
を
楽
し
み
な
が
ら
、
最
後
ま
で
や
り
と
げ
て
下
さ
い
。
な
お
、
こ
の
教
材
の
構
成
は
次
の
通
り
で
す
。
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一
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方

■
減
点
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な
い
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し
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使
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方

■
正
し
い
原
稿
用
紙
の
使
い
方
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う�

…
…
10

練
習
問
題�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12

第
三
章　

入
試
に
よ
く
出
る
重
要
テ
ー
マ

■
よ
く
出
題
さ
れ
る
テ
ー
マ
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う�

…
…
…
14

練
習
問
題�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

第
四
章　
「
小
論
文
の
型
」
を
マ
ス
タ
ー

1
Ａ
Ｂ
型
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
22

2
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24

3
Ａ
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練
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問
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…
28

　

ａ
．環か

ん

境き
ょ
う

保ほ

全ぜ
ん

森
林
の
果
た
す
役
割�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
14

リ
デ
ュ
ー
ス
の
大
切
さ�

…
…
…
…
…
…
…
…
14

地
球
温
暖
化�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15
・
20

中
庭
へ
の
ご
み
箱
の
設
置�

…
…
…
…
…
…
…
27

家
庭
の
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
で
き
る
こ
と
・

ご
み
の
減
量
化
対
策�

…
…
…
…
…
…
…
28
・
36

水
質
汚お

染せ
ん

を
食
い
止
め
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

�

…
…
…
…
…
…
…
31

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
放
置�

…
…
…
…
…
…
33

恵え

方ほ
う

巻ま
き

の
売
れ
残
り
大
量
処
分
へ
の
対
策�

…
35

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
二
十
四
時
間
営
業

�

…
…
…
…
…
…
…
46

　

ｂ
．国
際
化
と
日
本
の
姿

国
際
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化�

…
…
…
…
…
…
…
19

英
会
話
の
必
要
性�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
23

日
本
の
魅み

力り
ょ
く�
…
…
…
…
…
…
…
…
30
・
34
・
40

海
外
の
中
学
生
に
紹し
ょ
う

介か
い

し
た
い
日
本
の
こ
と�

�
…
…
…
…
…
…
…
33

海
外
留
学
の
す
す
め�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
61

　

ｃ
．情
報
社
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
と
、
新

聞
・
テ
レ
ビ
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
の
、
ど
ち
ら

を
よ
り
重
視
す
べ
き
か�

…
…
…
…
…
…
…
…
26

情
報
収
集
を
す
る
う
え
で
大
切
な
こ
と
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
際
の
注
意
点�

…
…
32

正
確
な
情
報
を
得
る
手
段�

…
…
…
…
…
…
…
35

ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
す
る
う
え
で
大
切
な
こ
と

�

…
…
…
…
…
…
…
44

　

ｄ
．社
会
参
加
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
リ
ア
フ
リ
ー�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

席
を
ゆ
ず
る
と
き
の
配は
い

慮り
ょ�

…
…
…
…
…
…
…
50

十
八
歳さ
い

で
選
挙
に
行
く
前
に
今
す
べ
き
こ
と�

�

…
…
…
…
…
…
…
59

　

ｅ
．日
常
生
活
に
お
け
る
マ
ナ
ー

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
す
る
と
き
の
注
意
点�

�

…
…
…
…
…
…
…
14

あ
い
さ
つ
の
大
切
さ�

…
…
…
16
・
20
・
25
・
32

公
共
の
場
に
お
け
る
マ
ナ
ー�

…
…
…
…
17
・
21

テ
ー
マ
の
内
容
別
分
類
リ
ス
ト

も
く
じ
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第
五
章　

小
論
文
の
書
き
方
を
マ
ス
タ
ー

1
Ａ
Ｂ
型
合
格
小
論
文
の
こ
つ
は
「

・

・

・

」�…
30

2
意
見
文
の
書
き
方�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
30

3
理
由
付
け
の
文
の
書
き
方�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
34

4
具
体
例
の
文
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書
き
方�

…
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…
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…
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…
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5
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ェ
ッ
ク
の
仕
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第
六
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出
題
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別　

実
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ト
レ
ー
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ン
グ

1
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
42

2
要
約
型
作
文�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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46

3
資
料
型
作
文�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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練
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問
題�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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第
七
章　

Ａ
Ｂ
Ｋ
型
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｋ
型
作
文
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マ
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タ
ー
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Ａ
Ｂ
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作
文
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書
き
方�

…
…
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…
…
…
…
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し
な
み
を
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え
る
の
は
大
切
か�

…
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・
44

食
事
を
す
る
と
き
に
気
を
つ
け
た
い
こ
と�

…
31

　

ｆ
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い
生
き
方
・
読
書

読
書
の
効
用
・
大
切
さ

�

…
…
16
・
21
・
30
・
34
・
41
・
52

物
事
を
成
し
と
げ
る
た
め
に
大
切
な
こ
と�

…
24
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友
情
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友
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g
．学
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生
活
・
勉
強

授
業
の
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の
必
要
性�

…
…
…
…
…
…
…
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23
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ト
の
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義�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
40

学
校
の
授
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を
受
け
る
と
き
に
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切
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�

…
…
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…
43
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生
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に
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と�

…
54

　

ｈ
．言
葉
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

方
言
と
共
通
語�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
17

外
来
語
の
多
用�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
18

敬
語
・
正
し
い
言
葉
づ
か
い�

…
…
…
…
…
…
18

言
葉
に
は
ど
の
よ
う
な
力
が
あ
る
か�

…
…
…
29

人
の
話
を
聞
く
と
き
に
大
切
な
こ
と�

…
31
・
40

相
手
に
意
思
を
伝
え
る
と
き
に
重
視
す
る
こ
と

�

…
…
…
…
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…
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33
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す
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と
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�
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と
き
に
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切
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37

文
章
を
書
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う
え
で
大
切
な
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…
…
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48

友
達
か
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言
わ
れ
た
言
葉�

…
…
…
…
…
…
…
49

標
語
に
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る
表
現
の
工
夫�
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…
…
…
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友
達
と
の
話
し
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…
…
57

人
に
注
意
す
る
と
き
に
心
が
け
る
こ
と�

…
…
58

文
字
を
手
書
き
す
る
習
慣
の
大
切
さ�

…
…
…
62

　

ｉ
．二に

者し
ゃ

択た
く

一い
つ

犬
と
ネ
コ
の
ど
ち
ら
が
好
き
か�

…
…
…
…
…
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家
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旅
行
の
行
き
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…
…
29
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を
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22

第
四
章
「
小
論
文
の
型
」
を
マ
ス
タ
ー

　

小
論
文
を
上
手
に
仕
上
げ
る
に
は
、
こ
れ
か
ら
紹し
ょ
う

介か
い

す
る
文
の
型
を
覚
え
、
そ
の
ど
れ
か
に
従
っ
て
書
く
の
も
よ
い
。
そ

の
文
の
型
は
大
き
く
分
け
て
次
の
三
つ
で
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
そ
れ
ぞ
れ
Ａエ
イ

Ｂビ
ー

型
、
Ａエ
イ

Ｂビ
ー

Ｋケ
イ

型
、
Ａエ
イ

Ｂビ
ー

Ｃシ
ー

Ｋケ
イ

型
と
呼
ぶ
。

二
百
字
程
度
の
小
論
文
で
は
、
⑴
の
Ａ
Ｂ
型
を
使
っ
て
書
く
こ
と
が
多
い
。

⑴　

Ａ
Ｂ
型
…
…
…
〔
A
意
見
文
→
B
理
由
付
け
・
具

※

体
例
〕
と
い
う
順
で
書
く
形
。

⑵　

Ａ
Ｂ
Ｋ
型
…
…
〔
A
意
見
文
→
B
理
由
付
け
・
具
体
例
→
K
結
論
〕
と
い
う
順
で
書
く
形
。

⑶　

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｋ
型
…
〔
A
意
見
文
→
B
理
由
付
け
・
具
体
例
→
C
反
対
意
見
へ
の
対
応
→
K
結
論
〕
と
い
う
順
で
書
く
形
。

　
　
　

※
「
具
体
例
」
は
自
分
自
身
の
体
験
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
人
か
ら
の
「
見
聞
」（
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
）
も

含ふ
く

む
。

1
Ａ
Ｂ
型
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〔
A
意
見
文
→
B
理
由
付
け
・
具
体
例
〕

　

左
に
あ
る

〈例〉
は
、
Ａ
Ｂ
型
を
使
っ
て
書
く
小
論
文
の
例
文
を
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
例
文
を
左
の
ま
す
目
に
順
番
に
書

き
写
し
、
文
の
型
を
覚
え
よ
う
。
な
お
、
書
き
方
は
原
稿
用
紙
の
使
い
方
（
Ｐ
10
）
に
従
う
こ
と
。

〈例〉　

A〈
意
見
文
〉…
私
は
、
犬
よ
り
ネ
コ
の
ほ
う
が
好
き
で
あ
る
。

　
　

B〈
理
由
付
け
〉…
な
ぜ
な
ら
、
犬
よ
り
ネ
コ
の
ほ
う
が
世
話
が
か
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
〈
具
体
例
〉…
私
の
家
で
は
ネ
コ
を
飼
っ
て
い
る
が
、
ネ
コ
の
場
合
は
、
水
と
エ
サ
を
与あ
た

え
て
お
く
だ
け
な
の
で
、
手
間

い
ら
ず
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｂ
型
の
文
章
と
な
る
よ
う
に
、
ア
～
ウ
を
並
べ
替か

え
、

そ
の
記
号
を
□
に
書
き
な
さ
い
。

ア
な
ぜ
な
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普ふ

及き
ゅ
う

し
た
こ
と
で
、

知
り
た
い
こ
と
が
す
ぐ
に
調
べ
ら
れ
る
か
ら
だ
。

イ
私
は
電
車
を
利
用
す
る
と
き
に
は
い
つ
も
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
電
車
の
乗
り
継つ

ぎ
を
調
べ
る
。も
し
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
な
か
っ
た
ら
、
時
刻
表
を
入
手
す
る
必
要
が

あ
り
、
そ
れ
は
と
て
も
面め
ん

倒ど
う

で
あ
る
。

ウ
私
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
は
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
よ
い
影え
い

響き
ょ
う

を
与
え
て
い
る
と
考
え
る
。

�

〔
記
号
〕

テ
ー
マ

犬
と
ネ
コ
の
ど
ち
ら
が
好
き
か

Ａ
Ｂ
型
の
文
章
の
流
れ
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
私
は
、
～
と
考
え
る
。〔
A
意
見
文
〕

　
　
　

⇩

・
な
ぜ
な
ら
、～
だ
か
ら
だ
。〔
B
理
由
付
け
〕

　
　
　

⇩

・
具
体
例
を
示
す
文
。〔
B
具
体
例
〕

ミ
ニ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
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問
題
１　

あ
と
の
ア
～
ウ
の
文
を
並
べ
替
え
て
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
Ａ
Ｂ
型
の
文
章
を
書
き
な
さ
い
。

　

ア　

な
ぜ
な
ら
、
英
語
を
自
由
に
話
せ
れ
ば
、
世
界
中
の
人
々
と
交
流
で
き
る
か
ら
だ
。

　

イ　

私
は
、
英
会
話
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
。

　

ウ　

例
え
ば
、
私
の
兄
は
英
語
を
自
在
に
扱あ
つ
か

え
る
。
そ
の
お
か
げ
で
、
彼
は
世
界
中
に
た
く
さ
ん
の
友
人
を
も
っ
て
い
る
。

問
題
２　

あ
と
の
ア
～
エ
の
文
を
並
べ
替
え
て
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
Ａ
Ｂ
型
の
文
章
を
書
き
な
さ
い
。
な
お
、〈
具
体
例
〉
の
部
分
は
段

※

落
を
分
け
て
書
き
な
さ
い
。

　

ア　

英
単
語
の
意
味
な
ど
を
調
べ
て
お
い
た
の
で
、
先
生
か
ら
の
質
問
に
も
、
す
ら
す
ら
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

イ　

私
は
、
授
業
の
予
習
は
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
る
。

　

ウ　

私
は
、
先
週
、
し
っ
か
り
と
予
習
を
し
て
か
ら
英
語
の
授
業
に
臨
ん
だ
。

　

エ　

な
ぜ
な
ら
、
予
習
を
し
て
お
く
と
、
落
ち
着
い
て
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
授
業
の
内
容
が
よ
く
理
解
で
き
る
か
ら
だ
。

※
段
落
を
分
け
る
場
合
は
、
行
を
変
え
、
一
字
下
げ
て
か
ら
書
き
始
め
る
。

問
題
１テ

ー
マ

テ
ー
マ

英
会
話
の
必
要
性

授
業
の
予
習
の
必
要
性

　

あ
な
た
が
社
会
に
出
て
、
外

国
人
も
加
わ
っ
た
場
で
ス
ピ
ー

チ
を
す
る
と
し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
に
も
、
ま

ず
「
意
見
文
」
を
言
い
、
次
に

そ
の
「
理
由
や
具
体
例
」
を
続

け
る
と
、
あ
な
た
の
主
張
が
誰だ
れ

に
で
も
よ
く
伝
わ
り
ま
す
よ
。
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第
六
章
出
題
パ
タ
ー
ン
別
　
実
戦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

3
資
料
型
作
文

　

入
試
の
小
論
文
で
は
、
与あ
た

え
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
資
料
を
分ぶ
ん

析せ
き

し
、
そ
れ
に
つ
い
て
あ
な
た
の
考
え
を
書
く
と

い
う
パ
タ
ー
ン
も
よ
く
出
題
さ
れ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
を
「
資
料
型
作
文
」
と
呼
び
、
そ

の
分
析
の
仕
方
や
作
文
の
書
き
方
を
学
ぶ
。

問
題
１　

次
の
資
料
Ａ
は
、
あ
る
中
学
生
の
書
い
た
作
文
で
あ
る
。
も
し
あ
な
た
が
こ
の
作
文
の
「
私
」
の

立
場
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
席
の
ゆ
ず
り
方
を
す
る
か
。
資
料
Ｂ
・
Ｃ
を
ふ
ま
え
、
次

の
〈
条
件
〉
に
従
っ
て
あ
な
た
の
考
え
を
書
き
な
さ
い
。
な
お
、
下
の
Ｈ
さ
ん
の
考
え
を
参
考
に

し
て
も
よ
い
。

　
〈
条
件
〉
①
二
段
落
構
成
と
す
る
こ
と
。

②
第
一
段
落
に
は
、
資
料
Ａ
～
Ｃ
か
ら
わ
か
る
七
十
代
の
人
の
意
識
に
つ
い
て
書
く
こ
と
。

　
　
　
　
　

③
第
二
段
落
に
は
、
第
一
段
落
に
書
い
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
あ
な
た
が
ど
の
よ
う
に
行

動
す
る
か
を
具
体
的
に
書
く
こ
と
。

④
百
六
十
字
以
上
、
二
百
字
以
内
で
書
く
こ
と
。

　

先
日
私
は
電
車
に
乗
っ
て
い
て
、

七
十
代
く
ら
い
の
男
性
に
「
ど
う
ぞ

お
か
け
下
さ
い
。」
と
声
を
か
け
た
と

こ
ろ
、
そ
の
男
性
は
、「
い
え
、
私
は

結
構
で
す
。」
と
答
え
た
。
そ
の
と
き

私
は
と
て
も
気
ま
ず
い
思
い
を
し
た
。

私
は
こ
の
よ
う
な
と
き
、
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

【資料Ａ】

　

資
料
Ｃ
を
見
る
と
、
七
十
代
の
人
で
、「
特
に
座
り
た
い
と

は
思
わ
な
い
」
人
と
「
ゆ
ず
っ
て
も
ら
っ
て
ま
で
座
り
た
い

と
は
思
わ
な
い
」
人
を
合
わ
せ
る
と
、
約
六
割
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
つ
ま
り
、「
座
れ
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
」
と
考
え

て
い
る
人
が
約
六
割
い
る
と
い
う
こ
と
ね
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

七
十
代
く
ら
い
の
人
に
席
を
ゆ
ず
る
た
め
の
声
か
け
を
し
て

も
、
断
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
お
互た

が

い
気
ま
ず
く
な
り
そ
う
。

た
だ
、
私
と
し
て
は
、
年
配
の
人
に
席
を
ゆ
ず
る
の
は
マ
ナ
ー

だ
と
思
う
の
で
席
を
ゆ
ず
り
た
い
わ
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う

な
場
合
、
私
は
次
の
駅
で
降
り
る
か
の
よ
う
に
し
て
無
言
で

〈Ｈさんの頭にうかんだこと〉

〈
数
値
の
書
き
方
〉

  

注  

例

席
を
立
ち
、
別
の
車
両
に

移
動
し
よ
う
と
思
う
。
そ

う
す
れ
ば
前
に
立
っ
て
い

る
人
も
気き

兼が

ね
す
る
こ
と

な
く
、
空
い
た
席
に
座
れ

る
の
で
は
な
い
か
な
。

三

十

八

％

鉄
則
資
料
の
中
で
、
特と

く

徴ち
ょ
う

的て
き

な
点
を
探
し
、
そ
こ
に
焦し

ょ
う

点て
ん

を
当
て
る
。

テ
ー
マ

席
を
ゆ
ず
る
と
き
の
配は
い

慮り
ょ

【資料Ｂ】

【資料Ｃ】
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⑴
〈
資
料
を
読
み
取
る
〉

　

資
料
Ａ
～
Ｃ
を
見
て
、
次
の

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
入
れ
る
か
、
ア
、
イ
の
ど
ち
ら
か
を
選
び
な
さ
い
。

　

・
資
料
Ａ
か
ら
は
、　　
　
　
　

代
の
人
の
な
か
に
は
、
席
を
ゆ
ず
ら
れ
て
も
断
る
人
が
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

・
資
料
Ｂ
か
ら
は
、
座
席
を
ゆ
ず
ろ
う
と
し
て
断
ら
れ
た
人
が　
　
　
　
　

％
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

・
資
料
Ｃ
か
ら
は
、七
十
代
の
人
は
、妊
娠
し
て
い
る
人
な
ど
に
比
べ
て
、「
座
り
た
い
」
と
い
う
意
識
は
低
く
、「
座

れ
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
」
と
い
う
人
は
合
計　
　
　
　
　

％
に
の
ぼ
る
。

　

⇩
以
上
の
こ
と
か
ら
、
七
十
代
の
人
の
中
で
、
座
席
を
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
人
は
（  

ア  

大
変
多
い　
　

イ  

そ
う
多
く
は
な
い
）
と
わ
か
る
。

⑵
〈
構
成
メ
モ
を
書
く
〉

〈
構
成
メ
モ
〉

①
七
十
代
の
人
の
意
識
…
資
料
Ｃ
→
七
十
代
の
人
は
、「
座
れ
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
」
と
い
う
人
が

②
自
分
の
意
見
…
年
配
の
人
に
席
を
ゆ
ず
る
の
は
マ
ナ
ー
だ
と
思
う
の
で

③
資
料
を
ふ
ま
え
て
予
測
さ
れ
る
こ
と
…
ゆ
ず
る
た
め
の
声
か
け
を
し
て
も

④
具
体
的
な
行
動
…
次
の
駅
で
降
り
る
か
の
よ
う
に
し
て

100160200

①

②

③

④

〈清書〉
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